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令和 3年 12 月 4 日（土）、富山県身体障害者福祉協会
の第 34 回富山県身体障害者福祉大会（協会創立 70 周年
記念大会）を富山市大沢野生涯学習センターにおいて、
コロナ禍の中、感染防止対策を行ないながら、富山県知
事代理木内哲平厚生部長をはじめ総勢 150 名が参加して
盛大に開催されました。
本来であれば、協会創立 70 周年記念大会は昨年予定し
ていましたが、コロナ感染拡大のため表彰式のみ行ない
ましたので今年改めて開催したものです。

　　　　　　　　　　一般社団法人 富山県身体障害者福祉協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　布　尾　英　二

本日は、本会創立 70 周年を記念して福祉大会を開催しましたところコ
ロナ対策をして県内各地から会員の皆様に多数お集まりいただき、誠に有
難うございます。
また、新田富山県知事様、藤井富山市長様をはじめ多数のご来賓をお迎
えし開催できますことは大変喜ばしく感謝申し上げます。そして本日表彰
を受けられます皆様には、多年に亘り本会の発展にご尽力いただき感謝申
し上げます。

さて、本会は、昭和 25 年 4月に富山県身体障害者協会として設立され、本年 70 周年を迎えまし
た。当時は前年の 12 月に身体障害者福祉法が公布され、県内各地に協会が結成されたと伺ってお
ります。
その後、先輩諸氏により、山岳歩行訓練や各種スポーツ大会・作品展・日身連全国大会・中部ブ
ロック相談員研修会など身体障害者の社会参加や福祉の向上にかかわる事業に取り組んでいます。
近年の法整備では、平成 23 年に障害者基本法の改正、24 年に障害者総合支援法の改正を経て、
国連の障害者権利条約が批准されました。そして平成 28 年には、障害者差別解消法とその県条例
が施行され、今年は東京パラリンピックの開催・バリアフリー法の施行と福祉サービスの充実など、
国や県・市町村の行政当局に取り組んでいただいております。
しかし、いわゆる弱者への災害時の福祉避難所の確立や「差別・合理的配慮」の理解・「ヘルプマー
ク」・「ゆずりあいパーキング」の周知などまだ不十分な状況かと思います。
現状では、コロナウイルス対策が最優先課題ではありますが、コロナ後を見据えて皆様と共に
SDGs や「地域共生社会」に向けての活動に取り組んでいきたいと思います。
終わりに、ご来賓の皆様のご発展を心よりご祈念申し上げますと共に、ご参加の皆様のご健康と
ご多幸をお祈り申上げます。

第 34回　富山県身体障害者福祉大会開催
（協会創立 70周年記念大会）

創立 70周年を迎えて
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第 34 回　富山県身体障害者福祉大会表彰第 34 回　富山県身体障害者福祉大会表彰
　令和 3年度　第 34 回富山県身体障害者福祉大会で、功労者表彰状及び感謝状を
受けられた方々をご紹介します。

☆功労者表彰状受賞の方々
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☆感謝状受賞の方
◆ 正職員として、長年間に亘り私たちのお世話をいただきました。
　 この度、今年 3月をもって定年を迎えられます。
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○富山県知事 新
にっ

　田
た

　八
はち

　朗
ろう

 様　代理　富 山 県 厚 生 部 長　木
き

　内
うち

　哲
てっ

　平
ぺい

 様

○富山市市長 藤
ふじ

　井
い

　裕
ひろ

　久
ひさ

 様　代理　富山市福祉保健部長　高
たか

　畠
ばたけ

　利
とし

　明
あき

 様

○富山市議会議長 高
たか

　道
どう

　秋
あき

　彦
ひこ

 様

○富山県議会議員 井
いの

　上
うえ

　　　学
まなぶ

 様

○富山県社会福祉協議会会長　新
にっ

　田
た

　八
はち

　朗
ろう

 様　代理　専 務 理 事　柴
しば

　　　雅
まさ

　棋
き

 様

○富山市社会福祉協議会会長　高
たか

　城
ぎ

　　　繁
しげる

 様　代理　事務局次長　上
うえ

　田
だ

　英
えい

　二
じ

 様

○富山県視覚障害者協会会長　塘
とう

　添
ぞえ

　誠
せい

　次
じ

 様

○富山県聴覚障害者協会理事長　代理　富山県聴覚障害者協会理事　久
く

　保
ぼ

　　誠
まこと

 様



 令和４年 1月 20 日 富山県身障者だより （ 3 ）

令和 3年度　国に対する要望事項概要

富山県身体障害者福祉協会では、中部ブロック加盟協会（1市 6県）を通じて身体障害
者の処遇改善のため毎年身体障害者に係る諸課題について、要望事項をまとめ日身連に提
出し、日身連より国に提出しています。今年度は、以下の内容について提出しました。

１．障害者の社会参加の促進を図るため、JR を利用する障害者の割引制度及び有料道路
の割引用件を拡充していただきたい。

２．障害者団体に認めらられている「第三種郵便物」の承認条件を緩和していただきたい。

３．新型コロナのワクチン接種について、障害者の特性に配慮した情報提供をしていただ
くとともに、早期の実施をお願いしたい。

４．視覚障害者の安全及び利便性向上のため、交差点に音声信号機等を設置していただき
たい。

５．医療費の負担軽減措置を拡充し、負担軽減を図るとともに、自治体間の格差を是正し
ていただきたい。

６．公共交通機関の不便地における移動手段を確保していただきたい。

７．障害者を含めた要配慮者が確実に避難できる福祉避難所について、地域間格差が生じ
ないよう自治体への指導をしていただきたい。

　　また、福祉避難所の設置が進むよう福祉避難所を開設した介護施設等に対する支援制
度の新設を検討していただきたい。

　　さらに、市町村に対して努力義務とされた個別避難所の整備が円滑に進むよう自治体
に対する支援の強化と指導をしていただきたい。

８．介護を必要とする視覚障害者の利用者数に関係なく、1人や 2人でも充分な介護サー
ビスが受けられるように、介護施設に対する支援制度の新設や拡充をしていただきた
い。

９．新型コロナウイルス感染症拡大が懸念されるなか、障害者にもテレワークの導入など
新しい働き方を導入し、障害者の希望や能力、適性を十分に生かし、雇用環境が悪化
しないような方策を早急に実施していただきたい。

10．公共事業等の実施については、設計・施工段階から障害者の意見を反映したものにし
ていただきたい。

11．視覚障害者や車いす使用者が鉄道無人駅を安全に利用できるための方策について、鉄
道事業者及び県、地元自治体と連係して、安全対策を講じていただきたい。
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富山県身体障害者福祉協会では、身体障害者の処遇改善の
ため毎年富山県知事宛に身体障害者に係る諸課題について、
要望事項をまとめた要望書を県に提出しています。
今年度は、以下のとおり提出し、県からの回答を受けました。

１．中部ブロック身体障害者相談員研修会開催における助
成について令和 4年に、富山県において中部ブロック
身体障害者相談員研修会を開催する予定であり、開催
に伴う富山県からの助成金をお願いしたい。

回答：これまでも予算計上してきた。延期ということで、再度の予算確保に向けて協議・検討し
てまいります。

２．県有施設における飲物自動販売機設置の入札参加指名について
本会は、個人情報保護法施行依頼各市町村協会の会員減少が顕著になっており、新たな財源
が必要となっています。
富山県におては、現在新武道館新設事業が計画されており、この施設に設置される自販機の
設置について、本会も入札参加指名をしていただきたい。
また、県内市町村に対して、積極的に地元の市町村身体障害者協会を入札参加指名するよう
指導していただきたい。

回答：県では「原則公募」。富山県武道館についても運営方針に関わらず、公募による選定を行う
予定である。公募でない方法でできるかどうかについては、富山県武道館に限らず、全体
に関係するものである。

３．着脱式車椅子補助用具 Jinruiki Quick Ⅱの購入助成金新設について
車椅子利用者が安心して、災害時の避難や社会参加を推進するため、押す方式に加えて引く
方式を加味した Jinriki　Quick Ⅱ（ジンリキ クィック ツー）を福祉用具として購入助成制度
を新設していただきたい。また、介護保険の支給対象となるよう取り組んでいただきたい。

回答：補助用具（Jinriki Quick Ⅱ）に関して、介護保険では摘要対象ということである。
また、市町村の地域生活支援事業のうちの日常生活用具給付等事業も対象となっている場
合があるという。市町村にも期待をし、周知・啓発してまいりたい。

４．安心して暮らすことができる住まいの確保について
障害者が、地域で安心して暮らしていくためにグループホームの施設改善費用やサービスの
内容、質を含めて、今後どのように施設を整備していくのか検討していただくとともに、自
宅で暮らす場合は、適切なサービスを受けることができるよう事業者の支援と地域で支えて
行く仕組み作りを検討していただきたい。

回答：住まいについて、県の障害福祉施設等の大規模修繕等の補助があり、今年度も補助を行っ
ている。引き続き、修繕が必要な施設に向けて補助をしていけたらと思う。
「ふれあいコミュニティ・ケアネット事業 21」については、地域ごとに実施しており引き続
き実施地区数が増加するよう支援していきたい。また、ケアネット活動コーディネーター
を対象とした研修、あるいはケアネットチームの中核となるリーダー養成に助成するなど
支援してまいりたい。

令和 3年度　富山県に対する要望事項と回答
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５．災害時の要支援者の個別避難計画の作成と福祉避難所に障害者が参加する訓練の実施につい
て県の総合防災訓練では、要支援者名簿に基づき、個別避難計画の作成と、通常の避難所か
ら要支援者が福祉避難所へ移動する避難計画を作成して、障害者本人が参加する訓練を行っ
ていただきたい。

回答：個別避難計画は市町村で策定するものであるが、災害時、要配慮者を個別に把握できるため、
一定の効果があると伺っている。個別避難計画の策定が円滑に進められるよう、事例の紹
介等、支援してまいりたい。
県の総合防災訓練（2021）では、滑川市で要配慮者の方にも参加いただき、個別避難計画
に基づく避難訓練や福祉避難所の設営訓練等を実施してきたところである。
また、市町村においても、障害者等の要配慮者、避難行動要支援者の方が参加する防災訓
練を行っているところである。今後とも、実践的な防災訓練が実施されるよう、関係機関
にお願いしてまいります。

６．バス停の時刻表の拡大文字を実施するよう、バス事業者へ指導していただきたい。
JR等では、文字を大きくしていただいていますが、バスの時刻表も文字を拡大していただく
よう業者に指導していただきたい。

回答： 県では、交通事業者等に対する整備費の補助金がある。交通事業者等のやりとりの中で、
障害のある方に限らず、高齢の方が増える状況下、誰でも読みやすい、わかりやすい地域公
共交通を、県としても推進してまいりたい。

☆回答後の意見交換
○協会より　　 自販機について、今回は障害者団体を優先的にという思いをもっていたが、調べ

てみると他の地域で問題になったという記事が載っていた。
なぜ優先するのか、入札にすべきではないかという話であった。できれば指名い
ただければよいが、行政の都合もあるため、今後、入札の機会があれば声をかけ
ていただきたい。どこの協会も会員が高齢化し、財政的にも厳しい。またよろし
くお願いしたい。

○協会より　　 武道館の関係で車椅子バスケットボールがメダルを獲得した。現在練習している
水橋の体育館がなくなるということを聞いた。その代替については考えているか。

○福祉課より　施設整備は本課で行なっておらず、他の所管になるため、回答は難しい。

○協会より　　10 月に実施された地域相談員のアンケートの公表について、結果はでているか。
公表の件で、高岡市になげられたら困るという話も出た。障害者協会を通じての
相談員だから、公表して市に連絡するというのは難しいのではないか。
県障害福祉課でまとめてどのようになっているのかを教えてほしい。

○福祉課より　 相談員の連絡先を公表しないと相談できない。志があって地域相談員をしていて
相談を受けたいと思っているという意見や、また連絡先の公表は困るなど様々な
意見がある。本人がどこまで（地域、市内、県内）なら公表してもよいと思って
いるのか、地域相談員の思いを確認する趣旨で行なった。結果はまとめていると
ころでまだ出ていない。今後、ご相談させていただく。

○協会より　　 先ほど話があったが、協会の財政面について、高齢化で、肢体不自由の方が少な
くなってきた。各市町村にも言っているが個人情報保護条例で守られているため、
個人情報を出してもらえないというところがネックである。

○福祉課より　 個人情報保護はなかなか難しい。富山市と折衝する機会があるが、協力してくれ
と言っても、個人情報の関係で厳しい。

など、要望等に関する意見交換を行ないました。
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富山県身体障害者福祉協会富山県身体障害者福祉協会
令和3年度7月以降コロナ感染防止に配慮して実施した事業令和3年度7月以降コロナ感染防止に配慮して実施した事業

ガラス作品制作体験教室

第 48回ボウリング大会

女性会員料理教室

山岳歩行訓練会

第 2回リハビリ教室

女性会員テーブルマナー教室

女性会員フラワーアレンジメント教室

7 月 8 日（木）、青
年部事業の一環とし
て富山ガラス工房に
おいて、ペーパー
ウェイトのガラス作
品制作体験をしてき
ました。
当日、午前中は東部 の方 18 名、午後からは
西部の方 18 名が参加しそれぞれ思い思いの作品
づくりを体験してきました。

11 月 18 日（ 木 ）
大沢野ウィンデにて
参加者 20 名で昨年
に引き続き味噌作り
講習会を開催しまし
た。
昨年、初めて実施
したところ大変好評で、12 月 4 日開催した福祉
大会に於いて、味噌屋さんへの購入注文が多く
ありました。

9月 25 日（土）参
加者 42 名参加し第
48 回ボウリング大会
をを開催しました。
今回は、コロナ感
染防止のため、2 班
に分かれ時間をずら
すと共に、1レーン置きに実施また表彰式も中
止し、後日賞品をお届けしました。

※成績（敬称略）
 〇上肢の部　　〇下肢の部　
１位（県知事賞） 　山田　睦海　　池端　俊博
２位（県議会議長賞） 　吉田美奈子　　大西　貞夫
３位（北日本新聞社賞） 　中西　善吾　　前田　久夫
BB賞（ナコム賞） 　砂田　　茂　　野口　久典
 〇体幹の部　　〇車椅子の部
１位（県知事賞） 　屋敷　誠司　　土谷　　勉
２位（県議会議長賞） 　高地　　弘　　肥田　俊治
３位（北日本新聞社賞） 　本田　和夫　　中村　賢一
BB賞（ナコム賞） 　吉田　隆信

10 月 20 日（ 水 ）
～ 21 日（木）一泊
二日で、昨年コロナ
で中止となった「中
村久子展と新穂高
ロープウェイ乗車体
験」に参加者 29 名
で歩行訓練会を実施しました。
新穂高口駅では、快晴に恵まれ絶景の中、思
い思にカメラに収まっておられました。

11 月 9 日（火）～
11 日（木）2 泊 3 日
で氷見市「ひみのは
な」において、第 2
回リハビリ教室を開
催しました。初日は、
温泉療養を主とし二
日目午前中はリニューアルした氷見海浜植物園
を見学、午後からはホテルにて、プラバンキー
ホルダーづくりをみんなで体験しました。

10 月 14 日（ 木 ）
ANA クラウンプラ
ザホテルにおいて、
洋食のテーブルマ
ナー教室を開催した
ところ、昨年は、コ
ロナで中止となった
ため、1年振りにおいしいフランス料理を口に
し、「あんまり難しいことを言わずに早く出てこ
んかねー」と催促する場面もありました。

12 月 24 日（金）、
サンシップとやまに
おいて、総勢 30 名
参加し正月用の花飾
りとしてフラワーア
レンジメント教室を
催し、オアシスに松・
千両・ピンポンマム・スプレイーマムを生け、
講師より皆さん「才能あり」との評価を受けま
した。
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身体障害者相談員連絡協議会研修会開催

富山県障害者社会参加推進センター主催富山県障害者社会参加推進センター主催
令和 3年度 7月以降コロナ感染防止に配慮して実施した主な事業令和 3年度 7月以降コロナ感染防止に配慮して実施した主な事業

11 月 4 日（木）～ 5日（金）に当初予定していた中部ブロック相
談員研修会がコロナ感染拡大により中止となったため、富山県とし
て毎年 3月に実施していた相談員研修会を繰上げし宇奈月温泉セレ
ネで開催しました。
今回、NPO法人富山県防災士会理事長　佐伯邦夫氏から「障害者
における災害対応について」と題して身近な富山県における地震や
豪雨など。また災害時の避難行動など詳しくお話がありました。

7月 14 日（水）～ 15 日（木）一泊二日にて、婦中町いこいの村
磯波風（現在閉館）において、身体・知的・精神の障害者相談員
の研修会が開催されました。
初日の午後から、富山福祉短期大学　教授　鷹西　亘　講師に

よる「障害者福祉について ～コロナ禍に生きること～」の講演が
ありました。
二日目午前には、親鸞聖人の歎異抄「なぜ生きる」のアニメーショ
ン映画の上映会が行なわれました。

障害者相談員活動強化研修会障害者相談員活動強化研修会

令和 3年度の陶芸教室は、県西部地区は 7月 29 日（木）また県東
部地区は 8月 5日（木）にいずれも射水市匠の里で開催されました。
今回も作成した作品については、地域障害者作品展に展示され多

くの皆さんに、鑑賞していただきました。
※ 今回の教室で作った陶芸作品の中で、肉厚が薄くて大きな皿に
ついて焼き入れの時、ひび割れが生じた作品がありましたので
次回のときは、注意してほしいとのことです。

ワークショップ障害者陶芸教室ワークショップ障害者陶芸教室

令和 3年度の地域障害者作品展が以下の日程
で県内 4圏域で開催され、市町村協会や福祉施
設から多くの作品が展示され多くの皆さんに鑑
賞していただき障害者への理解を深めていただ
きました。
今回、開催地担当となった障害者協会の皆様
には改めて御礼申し上げます。
○ 9月 18 日（土）～ 20 日（月）
 氷見市プラフショッピングセンター
○ 9月 15 日（土）～ 27 日（月）
 朝日町あさひショッピングセンターアスカ
○ 10 月 15 日（金）～ 17 日（日）
 小矢部市市民交流プラザ
○ 10 月 29 日～ 31 日（日）
 富山市アピタ富山店

○県西部地区身体障害者相談員研修会
　　・日　時　　令和 4年 3月10日（木）
 13 時 30 分～
　　・場　所　　高岡市福岡町　Uホール

○県東部地区身体障害者相談員研修会
　　・日　時　　令和 4年 3月17日（木）
 13 時 30 分～
　　・場　所　　サンシップとやま

○内　容
　相談状況と相談員としての対応等について
※ 既に、相談員の方には、案内が届いていると思
いますが、多くの方の参加をお願いします。

地域障害者作品展 お 知 ら せ
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広告ありがとうございました。


